









e ポートフォリオシステム評価	 - Mahara と Sakai OSP - 

















法政大学でも 2011年 4月 1日より商用の授業支援
システムから Sakai CLE によるオープンソースのシ
ステムへ移行し，現在運用中である(1)．教員は，リ
ソースツールを使った教材の配布や課題ツールを使
って課題を出すことができる．Sakai には e ポートフ




























ぞれのバージョンは，最新の Sakai CLE 2.8.0 と





Sakai CLE で利用できる e ポートフォリオツール
群であり，少なくとも 28 ヶ国以上，200 を越える大





2005 年に OSPI は Sakai Project の一部となった．2007




会 の e-learning Collaborative Development Fund 
(eCDF)により Mahara プロジェクトがスタートし，
Massey University, Auckland University of Technology, 
The Open Polytechnic of New Zealand, そして Victoria 
University of Wellington が参加した． 
	 現在まで，ニュージーランド教育省からの支援や





筆者は，Sakai OSP を活用して学生利用数 20 数名 
 
表 1	 筆者によるシステムの印象 
 Sakai OSP Mahara 
操作性の良さ △ ◎ 
ソーシャル性 ○ ○ 
教育工学的設計 ◎ △ 
カスタマイズ性 ◎ ○ 
実装の容易さ × △ 
◎…非常に良い	 ◎…良い	 △…悪い	 ×…非常に悪い 
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が利用する e ポートフォリオシステムを構築した経





















Sakai OSP では，XSD による入力フォーム作成およ













重要であるので，XSLT で HTML を生成する際に，















各 Level の e ポートフォリオによる活動毎に Sakai 



















































収集  リソース，フォーム 
ファイル，外部フィード， 
外部ビデオ，Google Apps 




表 2	 e ポートフォリオによる学習活動とツールおよび機能の対応 















ーがあり，ベンダーと協力して Sakai OSP を運用し
ている大学も少なくない．このような事実を考える
と，日本において Sakai OSP による e ポートフォリ
オシステムの導入および運用に関して，技術的な敷
居の高さが問題となっているのは明らかである． 






築”，第 4 回 Ja Sakai カンファレンス，2011 
http://bugs.ja-sakai.org/confluence/download/attachments/
5308418/JaSakaiConf4_Tokiwa.pdf?version=1 
(2) Barrett, H，“Balancing the Two Faces of E-Portfolios”，
British Columbia Ministry of Education, Innovations in 
Education, 2nd Edition，2011 
http://electronicportfolios.org/balance/balancingarticle2.pd
f 
(3) Darren Cambridge, Luke Fernandez, Susan Kahn, Judith 
Kirkpatrick, Janice Smith，“The Impact of the Open 
Source Portfolio on Learning and Assessment”, MERLOT 
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